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スの連続, とい うべ きだろう｡
とはい え,神奈川大学側 の体制 (通訳 も含
む)がなかなか整えられないこともあって,港
在的相談者への情報提供が行 き届かず,法律相

























































のりは遥かなれど,知恵を絞 り, しっか りと歩
みを重ねていきたい と思念 している｡基礎体力
づ くりの段階から,中長期的な構想の実現に向
けて具体的な一歩を踏み出していきたい｡
